








PBL（課題解決型学習） 教員予定者紹介

IT実習

■ IT実習Ⅰ（1年次前期）
実世界から情報学へ-データサイエンスの世界- 
［実習テーマ例］
・時系列データ解析入門
・地理情報システムの活用
・社会調査データ分析入門
・オープンデータを用いたコンテンツの作成

■ IT実習Ⅲ（2年次前期）　
メディア情報学-AIの世界-
［実習テーマ例］
・ゲームプログラミング
・自然言語処理入門
・画像処理と認識・分類
・音声処理と自動作曲・編曲
・人工生命と遺伝的アルゴリズム

■ IT実習Ⅱ（1年次後期）
ITの世界
［実習テーマ例］
・Raspberry PI と環境センサを用いた環境計測と分析
・FPGA と超音波センサを組み合わせたシステム設計
・最適化問題の計算機解法
・Lego Mindstorms EV3 によるロボットの走行制御

■ IT実習Ⅳ（2年次後期）
ヒューマンインタフェース-複合現実の世界-
半期の複合現実コンテンツ開発プロジェクトを
4クラスに分かれて実施

Teacher Introduction

調査、分析

構想（技術、ビジネス）、合意形成

情報システム・サービスの設計と実装

情報システム・サービスの運用と改善

NISHIDA, Toyoaki西田 豊明
専門分野

人工知能

（学部長予定者）

KINUGAWA, Masahiro衣川 昌宏
専門分野

情報セキュリティ、環境電磁工学、情報通信ネットワーク、
電子工学、ハードウェアセキュリティ、電磁波セキュリティ、
計測工学

ＩＴで時間と空間の壁をなくし、データを集めて、ＡＩで
基盤の自律化とサービスの高品質化をめざす。

防災、災害状況把握、復旧支援、医療、介護、有害鳥獣対策、小売販売、農業、
流通、観光、起業、イベント、教育、交通、行政、情報発信、基盤情報提供

PBLは、学生自身が課題を見つけ、さまざまな手段を用いて情報技術と情報を駆使し、課題を解決していく演習形態の授業です。
全学年に配置され、地域での実践を通して学生が主体的に情報技術を身につけていくことを目的としています。

KURAMOTO, Itaru倉本 到
専門分野

ヒューマンエージェントインタラクション、エンタテインメント
コンピューティング、ヒューマンコンピュータインタラクション

HUANG, Hung-Hsuan黄 宏軒
専門分野

総合系・情報学・人間情報学（ヒューマンインタフェース・
インタラクション、知能情報学、感性情報学）

SAITO, Tatsuhiro齋藤 達弘
専門分野

コーポレートファイナンス、銀行論

TANAKA, Katsumi田中 克己
専門分野

マルチメディア・データベース、地理空間データベース、
ウェブ情報検索、ビッグデータ活用

CHOI, Dongeun崔 童殷
専門分野

情報工学、人間科学、感性工学、デザイン工学、生活科学

HATANAKA, Toshiharu畠中 利治
専門分野

計算知能、データサイエンス、制御工学

HATANAKA, Masahide畠中 理英
専門分野

信号処理、通信方式

FUJII, Nobuto藤井 叙人
専門分野

エンタテインメント情報学、ゲーム情報学

MAEDA, Kazuki前田 一貴
専門分野

応用数学、離散可積分系、数値解析

掲載内容は予定であり、変更となる場合があります。

MATSUYAMA, Eri松山 江里
専門分野

知覚情報処理、知能情報学、放射線科学

YAMAMOTO, Yoshinobu山本 吉伸
専門分野

認知科学、サービス工学、計算機科学

WATANABE, Sennosuke渡邉 扇之介
専門分野

数学、情報学基礎、計算基礎

■ データとＡＩの活用
教員と学生がゼミ（1年生～4年生）を構成して、地域のさまざまな課題の解決を試みる。

■ 行動するゼミ

■ PBL実施プラン

暮らしイベント

産業

大学

プレジャー

取り組み内容 AI、データサイエンス、IoT、ICT

● オリエンテーション
● フィールド体験
● 先行事例調査

● 先行／既存プロジェクト参加学習
● プロジェクト提案

PBL体験を含む準備を行う。後期は卒
業生が立ち上げたプロジェクトや既存
プロジェクトに参加し、構想をプロジェ
クト提案としてまとめる。

前期

後期

１年次

● WP提案
● WP設計
● WP中間報告

● WP実装
● WP評価
● WP成果報告

興味を持つ技術的要素を見つけて、ITを
活用してフィールドにおける課題解決
に貢献すると考えられるワーキングプ
ロトタイプ(WP)を提案し、設計、実装、
評価を行い、成果としてまとめる。

前期

後期

● RP提案
● RP設計
● RP中間報告

● RP実装
● RP評価
● RP成果報告

前期

後期

● プロジェクト社会実装・試験運用

● プロジェクト継承
● プロジェクト評価
● 成果報告

前期

後期

２年次

実運用が可能と考えられるITを活用し
た地域貢献の可能性がある実運用向け
プロトタイプ（RP）を提案し、設計、実装、
評価を行い、成果としてまとめる。

RPの社会実装に取り組み、試験運用す
る。1年生の参加を得て、プロジェクトの
運用の継承に取り組む。プロジェクトを
技術的・社会的の両面から評価し、成果
としてまとめる。

３年次 ４年次

IT実習は、「実験・実習」に相当する科目であり、教員から与えられた課題を実験・実習機材を用いて解決することを通して、その利用技術等を学んでいく授業です。
PBLにおける各自のテーマに関わらず、全員が1・2年次にデータサイエンス、ICT、AI、複合現実の4テーマの実習に一通り取り組みます。
これにより、情報学及び情報技術によって何が可能となるのかを早期に実感することができます。
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